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《瞬間は反覆する：宙ぶらりん、出会った頃の二人 #3》, 2025
ミクストメディア

このたび、hakari contemporary では、敷根功士朗による個展「宙ぶら輪廻」
を開催いたします。
敷根は、映像、彫刻、パフォーマンスなど複数のメディアを横断しながら、
出来事や身体の経験を再構成し、知覚のあり方を問い直す表現を展開して
きました。断片化された出来事や、結果だけが切り取られた状況、起こり
そうで起こらない時間が交錯する空間は、私たちが無意識に前提としてい
る認識や価値観を静かに揺さぶります。
本展「宙ぶら輪廻」は、インディペンデント・キュレーターの戸塚愛美を
迎え、現代アートを中心に扱うKanda & Oliveira（千葉県船橋市）で開催
された同名展を基点に、新たにパフォーマンスなどの要素を加え、hakari 
contemporary の空間にあわせて再構成するものです。
本展では、敷根の実践を通して、時間や身体、知覚をめぐる問いを、空間
と時間のあいだに生じる状態として提示します。
この機会にぜひご高覧ください。

展示風景　2026年,  Kanda & Oliveira



戸塚愛美

一つ、「知覚の変容とは何か。」現代のソーシャルメディア等に代表され
           る知覚の現在地。速度や断片化と反復による知覚の空洞化。
二つ、「われわれが経験している時間とは何か。」時間軸における断絶と 
            永続性。付随する身体の感覚。
三つ、「いかに社会的な回路を逸脱してみるか。」連なる戦争の時代にお
            ける先行き不透明で混沌とした現代における逆説的な「明晰さ」。

《宙ぶら輪廻、転生サスペンション》, 2026
4K ビデオ　5' 51''　

世界はいま、宙ぶらりんね。

日常の中に潜む感情や身体の感覚は、自然なものとして経験される一方で、社会的・
構造的な形式によって深く編成されている。本展「宙ぶら輪廻」では、その編成
の力学を、作品の時間、物質、身体の経験を通して現前化させる試みである。

下記の３つの視点をもとに、私たちが世界を知覚し、時間を経験し、社会の形式
のなかで感覚や身体を位置づけていく、その不安定な条件を再考・提示していく。

コーヒーが、こぼれる̶̶その現象のうち、「結果」だけが抜き出され、背後にあ
る文脈は剥奪される。映像では「起こりそうで起こらない」時間が引き延ばされ、
彫刻では「すでに起きてしまった」結果だけが固定される。宙ぶらりんでいるこ
とで浮かび上がる「あるべきもの」としての価値観が留保され、思考の代替可能
性を明示する秀逸な作品群。「かくあるべし」という理想論をほどきながら、異な
る思考の可能性を拓き、再び思考していくための各々のレッスンとなるだろう。
世界はいま、宙ぶらりんね。
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敷根功士朗　Koshiro Shikine
敷根は東京を拠点に活動するアーティスト。東京藝術大
学彫刻専攻を卒業後、同大学大学院グローバルアートプ
ラクティス専攻修了。映像、彫刻、パフォーマンスを横
断し、日常の断片や身体的経験を再構成することで、知
覚の変容を誘発する空間を生成している。その実践は、
現代の環境における身体感覚と社会的回路のあいだに生
じる「宙吊り」の状態や、記録と記憶、現実と再現のあ
いだのズレに加え、身体をめぐる視線や制度との関係に
も焦点を当てている。近年の展覧会に「寿司、死す」
（2025 年、龍ヶ崎市）。その他受賞歴にCAF賞 2019 藪前
知子審査員賞受賞など。

キュレーション |戸塚愛美　Manami Totsuka
インディペンデント・キュレーター。公共空間における
展示のあり方や観客の設定に関心を寄せ、サイトスペシ
フィックな展覧会やアートプロジェクトの企画・運営に
携わるほか、固有のナラティブを活用した芸術祭や展覧
会など、民間企業や行政との協働により社会と芸術をつ
なげる役割を担う。主な展示に、さいたま国際芸術祭
2020「I can speak」展 (2020 年、さいたま市 )。国際的
な活動に「Words are Bellows」展 (2024-、リトアニア
首都ヴィリニュス、ラトビア首都リガ )。NPO法人
BARD代表理事。

関連イベント |
アーティストによるパフォーマンス
2026 年 8 月 2 日（日）17:30-

クロージングパーティー
2026 年 8 月 2 日（日）18:00-20:00

参加無料、予約不要
※来場者多数の場合は入場制限の可能性有

《瞬間は反覆する：不意打ち、帰れない二人 #6》, 2026

《瞬間は反覆する：不意打ち、帰れない二人 #5》, 2026

《1G》, 2026, 銀塩プリント

ミクストメディア

ミクストメディア
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